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総説

日本 計 量 史 学 会 設 立 前 後 の 追 憶
＊

岩 　 田　重 　雄
’＊

1 ，は じめ に

　 日本計 量史学会は 2003 （平成 15）年 4 月 1 日

に設 立 25 周年 を迎 える 。 そ の 間、 1998 年 12 月

22 日に 久保 田 誠氏 、同年 12 月 31 日に小泉袈 裟

勝氏 が 逝 去 され た。両氏 は 学会 の 設 立 と維持 に

大 きな影響 を与 え られ た 。 さ き に初 代会 長　宝

月圭 吾氏 （1987 年 9 月 16 日）と初 代副 会長　八

幡
一

郎 氏 （1987 年 10 月 16 日）を 失 い
、

一
方で

は 寂 寥感 を加 え る反 面 、 最近 は 新入会員 の 著 し

い 増加 があ り、当学会 も 25 年 目の 節 目を前 に 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

新た な脱 皮 をす べ き時期 に きて い る 。 こ こ で 過

去 を振 り返 り 、 将 来 の糧 とす る事 も意義 が あ る

と考え 、 思 い 出す ま まに 学会 の 設 立 前 後 の 経 過

を述 べ て み よ う。

2 ．学会設立 の 構想か ら第 1 回国 際計 量史会 議

　 まで

eWlt　 lllpmlllltll

　筆者は 化 学の 研 究 の 必要 上 か ら、 日本 で 創案

され 改良 され た熱 天 び ん を使 用 中に 、 再現 性 が

悪い こ とに気が つ い た 。 その 原 因 は試 料 の 温度

を直接測定 しない 構造 に な っ て い る こ とに あ る

と考え た 。温 度 を直接 測定す る た め に は 、精密

天 び ん の 棹の 上 に 熱電 対 を配線 し、そ の 先 端 を

試料 の 中 に入 れ なけれ ば な らな い が 、精密天 び

んの 感度 に悪影 響 を与 え るた め、 こ の 方法 は 本

多式熱天 び ん の 試 作品 に使 用 され た だ け で あ っ

た ω
。 筆者は 精密天 び ん の メ ーカ ー数社 に 断 ら

れ た の で 、試行 錯誤 の 結果 、 精密天 び ん の 端刃

と中刃 の 附近 で 、 熱電対線の 直径 を 70 μ m 以 下

にす る こ と で こ の 問題 を解決 した （2〜4）
。 試 作品

が 完 成 した の が
、 研 究 を始め て 1 ヶ 月 目の 1950

年 3 月 25 日 で あ っ た。

　筆 者は 熱天 び んの 自動 化 と複合化 の た め 、古

今 東 西の 計量 関係 の 文 献 を収 集 ・調査 す る こ と

に よ っ て 、 しだ い に 天び ん か ら計 量全 般の 歴 史

へ と、研 究範 囲が拡 が っ て 行 っ た 。 特 に 筆 者 の

関心 が あ っ た の は 、 天び ん をは じめ とす る 各 種

計 量器の 発 達、 メ ソ ポ タ ミア ・エ ジ プ ト ・イ ン

ダス ・中国 ・ア ン デ ス の 世 界 5 大文 明 と 日本 の

計 量史 、特 に 計量 標準の 時系列 変化 、世 界 の 計

量 の 起源 とそ の 発 祥地 で あ っ た 。

　 1950 年 以降 に 知 己 を得 た計 量 史 の 先輩 た ち は 、

知 り合 っ た順に 八 幡
一

郎氏 、小 泉袈裟 勝 氏 、鈴

木 和 夫氏 、林 英夫氏 、山本 栄 吉氏 、久保 田誠 氏 、

宝月 圭吾氏 の 方 々 で あ っ た 。

計 量 史専門の 研 究 団　 の 必 要性

　 当時、筆者 は研 究 が ま とま る毎に 、入 会 し て

い た 学会 を 中心 に 発 表 し て い た が （3〜1°）、計 量

史の 研 究 を投 稿す る に は 、これ らの 学会が 単独

で は 間に 合 わ な い こ とが わ か っ た 。 目本 化 学 会

は 化学か ら大 き く逸脱 す る もの は 投稿 で きな い
。

日本 科学 史学 会は 科学 史 ・技術 史 が 中心 で ある 。

日本 オ リ エ ン ト学会は 古代 オ リエ ン トの 地域 に

研 究範 囲 を限 定 して い る 。 地域的 に は ア フ リ カ

と西 ア ジア の
一

部の エ ジプ ト ・メ ソ ポ タ ミア
・

イ ン ダス 文 明 を対象 と して い る 。

＊ 原稿受付 　2001 年 12 月 17 日

＊ ＊ 会員　 〒 175−0082　東京都板橋 区高島平 4−16− 1
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　筆者 の 考 え て い る地域 は地球 を 中心 と した 宇

宙 の す べ て を含み 、 分野 は 自然科 学 ・人 文科学 ・

社 会科 学 ・文化 ・芸術 ・趣 味がか か わ る 学際的

な もの で 、時 間的 に は 過去 ・現 在 ・未 来 を包含

す る もの で あ る。計量 史の 対象 とす る もの は森

羅 万 象で あ る 。 計 量史 を中心 と して こ れ らの す

べ て を包含 す る研 究 団体は 自らの 手で 作 らな け

れ ばな らな い と考 え る に 至 っ た 。 そ して 会員 は

国籍、性 別 、学歴 、職 業 の 如 何 を問わ ず入会 さ

せ 、沈滞 を 防 ぐた め役員等 は 常 に 新陳 代謝 を行

ない 、切 磋琢 磨 すれ ば学会 は 健全 な発 展 を する

で あ ろ う。 要 は 短期 間に 海外 も含 む会 員 を急激

に増加 させ 、毎年 増加 率を 向 上 させ る よ うにす

べ き で あ る 。

天び ん を 中心 と した新
「亅
品 開発 と山　

“1‘
吉 氏

　 1965 年 か ら筆者 は京都 に移 転 し、山本 栄吉氏

と特 に親 し くな っ た 。
1968 年の 夏 に 山本 氏 に お

目 に か か っ た 際に 、日本 計量史学会 の 設立 に っ い

て 相談 した とこ ろ、彼は 直ち に 賛成 され た 。 しか

し山本 氏は 京都府 計量検 定所 の 所長 （所長在任期

間 ；1946〜 1969）で あ り、京都府 の 適正 な計量 の

維持 に 腐心 され て い た 。 ま た 洛水 と号 し、庶 民 の

計量 史 を標榜 され 、寸暇 を惜 しん で 埋 もれ た 資料

を発 掘 して は 研究 を発 表 し て い た
（ll〜22）。

　筆者 は 京 都 の 精 密 天 び ん の メ
ーカ ー

で あ る

（株 ）長 計 量器 製 作所 の 研 究部長 と して 、新製品

の 開発 に 余 念 が なか っ た。5 年 間 に筆者 が 開発

した 主 な 新製品 は 、 世界最大の 直示 天 びん （秤 量

1010kg　読 取限 度 1g） （23 ＞
、 日本最初 の キ ロ グ

ラ ム 原器用 天 び ん （秤量 1kg　読 取 限度 1μ g）
（24）

を は じめ とす る精密 天 び ん 群 、密度 、粘 度、表

面張力 、蒸気圧 、磁 化 率、粒度の 測定用 の 物性

天 び ん 群 、熱 天 び ん 、 自動 微分 示差 熱 天び ん 、

熱 伝 導率 測 定装 置 を は じめ とする熱 分析 装置群

〔25〜34＞
で あ っ た。特 に 自動微 分示 差熱天 び ん は 、

本 多式 の 下皿 型
（L）、斎藤式 の 上皿 型 （35）

に対 し、

1m／s の 気 流 中で も安 定 に動作 す る水 平皿 型
 

で あ っ た 。

　 山本 氏 と会 うた び に 早 く何 とか しな けれ ば と

話 し合 っ て い た 。 当時 、 関東 で は 八 幡 氏 、小 泉

氏 、鈴木氏 、林氏 が そ れ ぞれ 中心 とな り 、 小 グ

ル
ープ の 勉 強会 が 開か れ て い た 。筆者 も京都 で

津 田 菊太 朗氏 、岡本 正 太郎 氏 等 と共 に 、不 定期

の 勉 強会 を津 田 氏 宅 と拙 宅 で 交互 に 開い て い た。

筆 者 は海外 の 研 究者 と も文通 を続 けて お り、主

な国は 西 ドイ ツ とア メ リカ で あ っ た。

一

　 1975 年 2 月 に 西 ドイ ツ の ユ
ーゲ ン ハ イ ム の カ

ー
ル ・エ リ ッ ヒ ・へ ベ レ 氏 か ら、第 1 回国 際計

量 史会議 が ユ
ー ゴ ス ラ ビ ア 連 邦 ・

ク ロ ア チ ア 共

和国 の 首都 ザ グ レ ブ で 開催 され る ら し い と い う

連絡 を受 けた。ザ グ レ ブ の 歴 史学研 究 所 の ズ ラ

トコ ・ヘ ル コ フ 氏 に問 い 合せ た 結果 、 同 年 10 月

28〜 30 日にザ グ レ ブ の ユ ーゴ ス ラ ビ ア 科学 ・芸

術学士 院で 開か れ る こ とが わ か っ た
。 筆者 は こ

の 内容を 関西 は 山本 氏 、関東 は八 幡 氏 と小 泉氏

に通知 し、出来 るだ け広 範 囲 の 人 た ち に参加 を

呼び か けて も らっ た が 、筆者 以外 の 参 加者 は な

か っ た 。 同年 8 月 21 日 、 出発 の 挨 拶の た め に訪

れ た 日本 計 量機器 工 業連合会専務理 事 の 小 泉氏

の 部屋 で 、 日本 計量 新報社 編集 局次 長 の 藤原 泉

氏 に お 目に か か っ た
。 同 氏 は そ の 後 、学 会 の 設

立 と発 展 に 大 き なカ を発揮 され、社 長 の 久保 田

氏 と共 に多大の 貢 献を され た の で あ る 。

　 第 1回 国際計 量史会議 の 参加 者 は約 100名 で 、

大 部分 の 人 た ち は ヨ
ー

ロ ッ パ か らで あ っ た 。 他

の 大陸 か らは 北 ア メ リカ （ア メ リカ 合衆国） 、

南 ア メ リカ （ア ル ゼ ン チ ン ）お よび ア ジア （日

本）か ら各 1 名 で あ っ た 。
1955 年 に 計画 が た て

られ て か ら 20 年 た っ て 実現 した こ と もあ り、会

場 は熱 気に 包 まれ て い た （36・37）。図 1 は講演要

旨集の 表紙 と 目次の
一

部で あ る 。 筆者 は こ こ で

7000 年 間 の 精 密天 びん の 感 度 の 発 達 に つ い て 発

表 した
（3s・　 39）

。 そ して こ の 会議 で筆者 は 国 際計

量 史委 員会 常務理事 に選 出 され た。表 1 は国際

計 量 史会議 の 開催経過 で あ る 。
10 月 31 日に霧

の た め に 事故 が 起 り閉鎖 され た ザ グ レ ブ空 港 を

あ き らめ 、ザグ レ ブ駅 に 引 き返 し 折か ら来 た オ
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リ エ ン ト急行 に 飛 び 乗 り 、
オ ー

ス トリア 、 ドイ

ツ 、
ス イ ス 、 フ ラ ン ス を経 由 して 帰国 した 。

3 ．設立 準備か ら設立 まで

小泉袈
’

　 ・八 幡
一

郎両氏 と　者の 打合せ

　 早 く会 議の 内容 を伝 えたい と準備 して い た 最

中、1975 年 12 月 25 日に 突然山本 氏 が 逝 去 され

た 。 彼 は 人 格者 で あ っ た 。 頼 りに な る先 輩 を失

っ た 筆者は が っ か り した が 、気 を取 り直 し翌年

2 月 6 日 に 東京 で 八 幡氏 と小泉氏 に 会 っ た 。 会

場は 小 泉 氏が 八 幡氏 の 自宅か ら近 い 吉祥寺駅 前

の 車 屋 とい う鮨 店 を選 定 した 。は じめ に 筆者 か

ら会議の 報告 を した後 に 、 日本計量 史学会 の 設

立 を提 案 した と こ ろ 、 両氏 は 直ち に 賛成 され た 。

　 それ か ら 3 名 は堰 を切 っ た よ うに 、計量 史 に

関す る情熱 を語 りは じめ た 。 小 泉氏 は 計量 研 究

所が 約 70 年か か っ て 収集 した計量 器 が 国 立 科

学博 物館 に移 管 され て か ら未 だ に 公 開 され て い

ない
。

これ を手 分 け して 研 究すれ ば多 く の 知 見

が 得 られ る の に残 念で な らな い と話 され た 。 筆

者 は こ れ を聞 い て 山本 氏 の 述懐 を思 い 出 し た 。

京都 は千有余 年の 都で あ り 、 近世 に は 西の 枡 座 、

秤座 が あ っ た 関係 で 、 京 都府計量 検定 所 に は 多

く の 計量器や 古文 書が 集 ま っ て い た 。 山本氏 が

退職 す るまで 、検定所 が 1893 （明治 26）年 に設

立 され て か ら 76 年 た ち、歴代 の 所長は 収集 と保

存 に 努 め て きた 。 特 に 2 代 目所 長 の 小 幡 茂氏

（1898〜 1929） と山本 氏 は熱 心 に 収集 したが 、

山 本氏 が 辞職 して しま もな く 、 す べ て 廃棄 され

て しま っ た 。

一
部の 所員 が 知 っ た 時に は ほ とん

ど廃棄 され た 後 で あ っ た
。 筆者 に こ れ を語 っ た

とき の 山本氏 の 無念 な顔 が忘れ られ な い
。

　 八 幡 氏 は 上 智短 期大 学教授 で あ っ た が 、上 智

大学 （教授 在任 期 間 1966 〜 1973） に 勤務 して い

た時 、 考古学の 根底 に は 計 量の 問題 が あ るた め 、

文 学部 史学科 に計 量史研 究室 を作 っ た 。 そ して

文 学部を 中心 に 経 済学部 ・外 国語 学部 の 協 力 を

得 て 、 「世界 諸民 族の 度量衡制度に 関す る歴 史

的研 究 」　 （表 2）を 行な う研 究グル
ー

プ を結成

し、文部 省か ら 1967〜1969 年 の 3 年間 に 機 関研

究費を 交付 され た 。 そ して 計 量器 の 収集 を行 な

い 、上智大学文学部 史学科 計 量史研 究室 か ら雑

誌 『計 量史研 究』を 1967 年 か ら 1970 年 まで 第

1 報〜第 4 報 を発行 した 。

　 文部省 の 研 究費 が 打 ち切 られ る と、計 量史 の

研 究 は終 息 して い っ た 。 そ の 理 由を八 幡 氏 は あ

ま り語 りた が らな か っ た。 ただ一点 、20 ヶ 国語

に 堪能 な外国人の 神 父 に 、海外 の 計量史文 献 の

翻 訳 をた の ん だが 、全 く興 味 を示 さなか っ た と

語 っ ただ け で あ っ た 。 八 幡 氏 は東 ア ジ ア か ら太

平洋諸島に至 る ま で 自らの 手 で 遺 跡 を発 掘 し
、

尺度 が 発 見 され て い な い 時代 で も整 然 と した建

物 の 遺構 が 数多 く存在 して い た の で 、尺度 を使

用 した計 量行為 が 存 在 して い た に 違 い な い と 、

体得 して い た もの と思 われ る 。 他の 人 た ち は そ

の よ うな 実体験 が 少 な い た め 、計 量史 の 研 究 に

没 入 で きなか っ た の で あ ろ う。
八 幡氏 が 収 集 し

た計 量器 は 大部 分 が秦野 市 の 上智短期大学、
一

部 が東京都千代田 区紀尾 井 町 の 上 智大 学 に 所蔵

され て い る。苦 心 し て 発行 し た 『計量 史研 究』

は 上 智大学 図書館 に は な く 、 奈 良 国立 文 化財研

究所図書室 に の み存在 して い る。 学会事務局 は

写 本 を所蔵 し て い る 。

　欧米の
一

部 の 計 量 史の 研 究者 は メ ソ ポ タ ミ ア

文 明 が世界 の 計量 制度 の 源 で あ り、エ ジプ ト ・

イ ン ダ ス ・中国 ・ア ン デス の 諸 文 明は その 流 れ

の 中に あ る と主 張 して い る 。 筆者 は これ らの 研

究が 一部 の計 量標準が 近似 して い る と い う理 由

だ けで 結び つ ける手法 に疑 問 をい だい た。 そ こ

で 1960 年代 か ら先ず イ ン ダ ス 文 明 の 質量 標 準

を皮切 りに 、 メ ソポ タ ミア ・エ ジ プ ト ・中国 ・

ア ン デ ス の 位 取 り法 と計量標 準を比 較 し、それ

ぞれ の 文明 は独 自に位 取 り法 と計量 単位を創造

した と結論づ け た。後 に メ ソ ポタ ミ ア ・エ ジ プ

ト ・イン ダス は地 理的 に 近接 して い るた め 、一

部 の 計量 単位の 共 用 は 見 うけ られ る もの の 、体

系 と して は 異 な る もの で あ る こ とが わか っ た 。

ま た 、 精密天 び ん の 感度を比 較 した とこ ろ、中

国 とア ン デ ス は 西 ア ジ ア とア フ リカ の も の とは

大 き く異な り 、 感度の 面 か らは メ ソ ポ タ ミア ・

計 量 史研 究 24 ［25］2002

一7一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Historical Metrology, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Hlstorloal 　Metrology 厂　Japan

表 2　世 界諸 民族 の 度量衡制度に 関す る 歴史 的研 究

研 究 分 担 課 題 氏　　　 名 部　　 ・　　 職

考古学 におけ る度量衝 八 　幡　一 郎 文　学　部　教 授

日本古代にお ける度量衡 吉　村　茂　樹 文 　学　部　教　授

日本中世における度量衡 尾　 原　　 悟 文　学　部　講　師

日本幕末維新における度量衡 佐 藤　直　助 文　学　部　教 授

漢民族の度量衡

1） 文献上 よ りの考察 粟 原 益 男 文 学 部 助 教 授

2）　考古文化史上よりの 考祭 量　　 博　 満 文　学　部　講 師

中国周辺諸民族の度量衡 白　鳥　芳　郎 文 学 部 教 授

ヨ
ー ロ ッ パ 古代における度量衡

ロ ーマ 吉 村 忠 典 文　学　部　講　師

ヨ
ーロ ッ パ 中世経済史か ら見た度量衡 中　 村　　 宏 経 済 学 部 助 教 授

ヨ ーロ ッ パ 中世年代記を中心 とした度量衡

ユ）　 フ ラ ソ ス 橋　口　倫　介 文　学　部　教　授

2）　 イ ギ リス 朝　倉　文　市 文　学　部　助　手

3）　 ド イ ツ 妹　尾　守　雄 上 智 大 学 研 究 員

4） 教会関係
一．

　　　
一

鈴　木　宣　明 文 学 部 講
一
師

ヨ ー ロ ッ パ 近世に おける度量衡

1）　 ス イ ス 中　井　晶　夫 文 学 部 助 教 授

2）　 オ
ー

ス トリ ア ブ ラ イ テ ン シ
ュ タ イ ソ 文 学 部 助 教 授

3）　 ペ ル ギー・フ ラ ン ス 磯　貝　辰　典 文 学 部 助 教 授

の　 ス ペ イ ン ド ミ ン ゲ ス 文　学　部　講　師

新大陸に おける度量衡

1） 先ス ペ イ ン 時代 高　山　智　博 外 国 語 学 部 講 師

2） 植民地時代 シ　ュ ワ ー デ 文 学 部 助 教 授

日本文学に現われた度量衡 土　田　将　雄 文 学 部 助 教 授

科学史と度量衡 村 上 陽
一

郎 文　学　部　講　師
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エ ジ プ ト・イ ン ダ ス は区別 が つ か な か っ た 。 こ

れ は 天 び ん が♀ い 年代に 技術的な交流が 行 なわ

れ た 証 拠 で は ない か と考 え られ る 。 こ の 天 び ん

の 感 度に 関す る研 究 は 上述 の よ うに第 1 回国際

計 量史 会議 で 発表 した 。 筆 者 の 研 究は 各文 明 の

計 量史 を中心 と して 、

一方 で は 歴史時代 の 計量

史の 体 系化 を め ざ し、他方 で は各文 明 の 発 生以

前 に 遡 り 、 世界の 計量 は何時 、 ど こ で 発 生 した

か を 探 る こ と を 目的 と した 。 そ し て 計 量器 と計

量標 準 か ら中国 と 日本 の 関係 を探 る こ とも亦、

目的の ひ とつ で あ っ た 。 筆者が 京 都 へ 移 転 し て

か ら八 幡 氏 とはや S 疎遠 にな っ て い た 。 八 幡 氏

と筆者 は そ れ ぞれ 入 口 は異 な っ て い た が 、蓋 を

開 けて みれ ば 同 じ時期 に ほ ゴ同 じ道 を歩 い て い

た こ とが わ か っ た 。

鎧

　 表 3 に 設立 準備 会 の 開催 時期 、場所 、出席者

を示 した 。
3 回 の 打合せ で も打合せ は 中 々 進 ま

なか っ た 。そ こ で 4 回 目は 人 幡氏 と 相談 し、 5

回 目か らは 藤原 氏 に 常 に参加 し て も らうこ と と

し、人数 を増加 して 行 な うこ とに した 。 1977 年

8 月にイ ギ リス の エ ジ ン バ ラ 大学で 、第 2 回国

際計量 史会議が 国 際科学史会議 と共 に 開催 され

た 。 日本 か らは下 平和夫氏 （元 ： 国士 舘大 学教

授 ・学会創 立時か らの 委員 ・故 人 ）、富 田徹男

氏 （の ち ： 東 洋 大学 教授 ・学会創 立 時か らの 委

員） と筆者の 3 名 が 参加 した  
。 第 5 回 設 立

準備会は 人 数 を 9 人 と した 。 しか し当 日は 台風

が 東京 を直撃 したた め 欠席 者が 多か っ た の で
、

第 2 回国際計量 史会議 の 報告 を中心 に 、 小 泉氏

と藤原 氏 が 司会 し、富 田氏 と筆者が 話 をす る座

談会に 変更 され た  
。

日本 計 量　　 土の 協力

　準備が進 む に つ れ て 筆者 の 心 を悩 ま した の は

事務処 理 を ど うす るか とい うこ とで あ っ た 。 学

会 事務 セ ン ター等 を歴訪 した が 、事務だ けで 当

表 3　設 立準備会

Nα 1 2 3 4 5 6 7 8 9
西　紀 1976 1977 1978
月．日． 2．6． 5．13， 9．17． 4．1， 9．17． 2．6， 2．25． 3．10 ． 3．25．
時　刻 18 〜2018 〜2018 〜2012 〜1413 〜1715 〜1814 〜1614 〜1714 〜16

万 葉会館 私 学会館

場　 所 車 屋 （武 蔵 野 市、吉祥 寺 南町 ） （渋 谷 区 宇 （千 代 田 区 日本 計 量 会 館 （新宿 区 納 戸 町 ）

田川 町 〉 九 段）

岩　 田 岩　 田 岩　 田 岩　 田 岩 　 田 岩　 田 岩　 田 青　 木 岩　 田

小 　泉 小 　泉 小 　泉 八 　 幡 小 　泉 小 　 泉 小 　泉 岩　 田 小　泉
八 　幡 八　 幡 冨　 山 富　 田 冨 　 山 冨 　 山 上 　島 鈴　木

八 　 幡 藤　原 藤　 原 藤　原 久 保 田 藤　 原

和　 田 小 　泉

下 　平

鈴　木

妹 　 尾
宀
咼 　 田

出席者
多賀谷

富 　 田

冨 　 山

林

藤　原

宝　 月

本　宮

山 　 田

八 　幡

吉 　 田

和　 田
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時 1 年 に 最低 30 万 円もか か る こ とが わか っ た 。

最初の 会 員を 20名 とし、会費 を 5000 円 とす れ

ば、到底 学 会 を維 持す る こ と は で きな い
。 そ の

上 、 少 な くとも 1 年 に 1 回は 会誌を発 行 しな け

れ ば な らな い 。 そ の 難関 を救 っ て くれ た の が 久

保 田 氏で あ っ た。 日本計 量新報社 が 事務局 と な

り、藤原 氏 をは じめ とす る社員が協力 す る案 を

出 して くれ たの で あ る。 日本 計量新報 社 の 久保

田誠 氏 （社 長在任 期 間 ： 1957〜 1985）、藤原 泉

氏 （1985〜 1989＞、横 田俊英 氏 （1989〜） の 歴

代社 長 は 多 くの 社員 と共 に 、 陰に 陽 に学会 の 健

全 な成長 の た め にカ を盡 し て くれ た の で ある 。

日本計 量 史学会が 今 日に 在 る の は 、 全 く 日本 計

量新報社 の お蔭 で あ る。

一

　会 の 設 立 準備 は次第 に進 み 、会名 と会則 （案）

を作 るこ とに な っ た。小 泉氏 と筆 者は それ ぞれ

案を 作 り持 ち寄 っ た 。 小 泉氏 は 計量 史研 究会 、

筆者 は 日本計量史学会 と い う名称で 、会則 の 内

容 もそれ に添 っ た も の で あ っ た。小 泉氏の 主張

は既 成 の 学会 は
一

般 に学閥が は び こ っ て い る 。

自由な雰囲気 で研 究 を進 める に は研 究 会 の 方 が

良い とい うこ とで あ っ た 。こ れ に 対 し筆者は 、

た しか に
一

部 の 学会 は 学者以 外 に 門戸 を開か な

い とこ ろ もあ る が 、学 会 とい う名 称 で も計 量史

に 関心 の あ る 人 は 、 国籍 、 性 別 、 学歴 、職 業 の

如何 を問 わず入 会 させ 、沈 滞 を防 ぐた め役 員 は

常に 新陳代謝を 行 な い
、 会 員相互 で 切 磋琢 磨す

れ ば 良い の で は な い か と強 く主張 し、筆者の 案

で進 め る こ とに 内定 した。そ し て 第 7 回の 会合

ま で に 「日本計量 史 学会設 立 に っ い て お 願 い 」

の 文案 が 下記 の よ うに ま と ま っ た 。 起 草者は藤

原 泉氏 で ある 。

53年 2 月 28 日

様

　　　　　　　　　 日本 計量 史学会設 立 準備 会

　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 岩 　 田　重 　雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　 小 　泉 　袈 裟勝

　　　　　　　　　　　　　　　　　 八 　幡　
一

　郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50 音順 ）

日本計量 史学会 設 立 に つ い て お 願 い

　貴下 ま す ます の ご健勝 の こ と 、 心 か らお 喜 び 申 し上げ ます 。

　 さて 、か ね て か ら計 量史 の 研 究 に 関す る学会 の 設 立が 、 各 方面 よ り期待 され なが らも、

なか な か 実現 で き ない まま今 日 に い た りま し た が 、皆様 方 の 格別 な ご協力 を賜わ りな が

ら 、こ こ に よ うや く発足 させ る こ とに 致 しま した。

　設 立 の 趣 旨は、同封 の 「加 入 の お すす め 」 （案）の とお りで あ ります が 、さ らに 来 る 3

月 10 日、下記 に よ っ て発 起 人 会 を開い て 検 討 して い た だ くこ とに 致 しま した。

　 つ きま し て は 、ご繁 務中 へ の お 願 い で 誠に 恐縮 で あ ります が、貴下 に は 是非 とも発 起

人 に な っ て い た だ く と と もに 、 当 日 の 発起 人会 に も是非 ご出席 を賜 りま す よ う心 か らお

願 い 申 し上 げる次第 で あ ります 。

　 なお 、 当 日 の 発 起人 会 で は 設 立に つ い て い ろい ろ ご意 見 を い た だ くわ けで す が 、皆 様

の ご負 担 をな る べ く少 な くす る意味で 、 事実上 は設 立 総会 と し て ご 協議 をい た だ き、で

きれ ば 4 月 1 日 か ら発 足 し た い と存 じ て お ります。
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　い ろい ろ とご迷惑 の こ と とは 存 じます が 、学会 設 立 の た め 、何 とぞ ご支 援を賜 わ りま

す よ う重 ねて お 願 い 申 し上 げ ます 。

記

1 ． 日時 と会場

2 ．協議事項

3 月 10 日 （金 ）午後 2 時 か ら 5 時頃 まで

日本 計量 会館 3 階会議室 （新宿区納戸 町 25− 1　 ［268］ 4922）

  設 立趣 意 「日本 計 量史 学会 へ 加 入 の おす す め 」 、 会則 を含 め て

　設 立 に 必要 な事項 全般 に つ い て

  会 誌 、会 報の 発行 、研 究会の 開催等 を含 め て 今後 の 事 業 ・運 営

　 の 全般 に つ い て

〔そ の 他 の お 願 い 〕

  発起人の ご承 諾 を含 めて 出欠 等 の ご都合 を同 封 ハ ガ キ で お 知 らせ 下 さるこ と

  入会 をお 願 い す る方 が た の リス トを作 成 します の で 、な る べ く多 くの 方 が た の 氏 名

　 と住所 を 当 日ま で に ご用 意 い た だ くこ と

発 起人 に お願 い した 方が た （50 音 順 ・敬称 略）

青 木　 国夫

小 泉袈裟勝

高田　誠 二

林　　英夫

八幡 　
一

郎

岩 田　重 雄

下平　和 夫

多賀谷 　 宏

宝月　 圭 吾

吉 田　　 隆

七

夫

男

介

功

正

和

徹

大

島

木

田

宮

田

上

鈴

富

本

和

久保 田　 誠

妹尾 　守 雄

冨山　 大 樹

山 口　 恒 清

事務局

（株 ） 日本計量 新報社 内 に お く予 定 に して お ります。

　　（担 当　藤原泉　千代 田区 九段 北 4−2− 7　 （265）0851）

　 つ ぎに会長 と副会長 を誰 に 委嘱 す るか は、小

泉氏 の 推 薦に よ り宝月 圭吾 氏 （東 京大 学名誉教

授）が 会長 、八 幡
一

郎 氏 が 副会長 に 内 定 した 。

偶 然 で は ある が 、3名共 、長野 県出身で あ っ た。

2 月 中に 大 部分 の 準備 が 終 っ た （42｝
。 そ して 3

月 10 日に 発 起 人 会 と設 立 総 会が 開か れ た 。打合

せ と異 な るこ とは小泉氏 が 自薦 で 副会長 ・事務

局長 に な っ た こ とで あ る 。 監事 に は多賀 谷宏 氏

（旧 計量 研究 所 ・
日本産 業技術振 興協会部長 ）

が な り 、 残 りは す べ て 委員 に な っ た 。 これ らの

内容 は 筆者 が録音テ
ープに す べ て 記録 した 。

（43）
。

3 月 25 日 の 最後 の 設立 準備会 が 開か れ 、 『計量

史通 信』の 発 行 、 『計 量史研 究』 の 原 稿募 集 等

を打合せ た 。 そ して 4 月 1 日 とな り、 日本 計量

史学会は 発足 した （44〜46）。

4 ．設立 以後

　設 立後 、 しば らく して か ら奇妙 な こ とに気 が

っ い た 。 それ は宝 月会長 と八幡 副会長 の 会議へ

の 出席 が な く 、 他の 委員 も編集委 員以 外 は組 織
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化せ ず 放置 され て い る こ とで あ っ た 。 最初は 宝

月 氏 と八 幡 氏の 都合 が悪 い の か と思 っ て い た が 、

度重 な る とそ うで は な い ら しい と思 うよ うに な

っ た 。 そ こ で 調 べ て み る と、小 泉副会長 ・事務

局長 か ら通 知 が 出 て い ない こ とがわ か っ た 。 藤

原 氏 と筆者 は そ れ ぞれ数 回 にわた り小 泉氏 を諌

め たが 、学会 が うま く機 能 して い れ ば よ い と し

て 聞 き入 れ られ なか っ た 。
こ の ま ま放置 すれ ば

学 会 は 分裂 しか ね ない の で 、 しば しば宝 月 ・八

幡 両氏 に 会 い 意思 の 疎通 をは か っ た。そ して こ

の 状態 は両氏 の 死後 、1988 年 に林氏 が 会長 、 筆

者が 副 会長に な る まで 続 い た。

日本計 量協 会の 協 力

　 （社） 日本計 量協会 （現 ・
日本計 量振 興協会）

は計 量 法公 布 30 周年 を記 念 して 多く の 記 念行

事 を計画 した。その 内 の 「
“
はか る

”
文化 と科

学 の あ ゆみ展 1 と 「計 量 に 関す る歴 史 的資料等

に 関す る 調査 」 は 学会 が主 と して 受持 つ こ とに

な っ た。学 会 か らは小 泉氏 を 委員長 と し、青木

国夫 （元 ；国立 科 学博物館部 長）、鈴木 和夫 （元 ：

東京都 計量 検定所課 長）、多賀谷宏 、富 田徹 男、

登丸 正 雄 （元 ： 神奈川 県 計量 検定所支 所長 ・故

人 ）各 氏 と筆者 が 参加 し た 。前者 は 1981 年 5 月

3 日か ら 6 月 7 日ま で東 京 ・上 野 公 園の 国立 科

学博 物館 で 行 わ れ た
（47〜49）

。 5 月 23 日に は小泉

氏 が 「計 量 の 科 学 と歴 史亅 の 講 演を行 っ た 。

　 「計 量 に 関す る歴 史的資料 等 に 関す る調査」

は 全 国 の 主 な博 物館 、 資料館 、 美術館 、図書館

と個 人 に調 査表 を配布 し、 さらに全 会 員 に も協

力 を 要請 した 。 当初は 南 か ら北 へ 調査 をす る 予

定 で あ っ た が 、九州 ・四 国 ・中国 か ら の 連絡 が

少 な い こ とが わか っ た。そ こ で 九 州 へ は鈴木 氏 、

四 国 ・中国 へ は 筆者 が 1 週 間派遣 され、調査表

を補 充 した。そ の 後 、秋 田 県 も調 査表 が 少 な い

こ とが 予 想 され たの で 、急遽 、鈴 木氏 と筆者 が

秋 田 県 へ 派 遣 され、手分 け を して 調査 を 行 っ た

（50〜53）
。 そ の 結果 、 3 ヶ 年 に わ たる 調査 で 沖 縄

か ら北海道 まで 4658 枚 の 調 査 表 が集ま り 、 日本

計量 協会か ら刊行 され た （54）
。

日本計 量 史学会

で は そ の 後 も独 自に 調査 を続行 して お り、調査

表は 5453 枚に 達 して い る。こ れ らの 調査表 は そ

の 都度 、 『計量 史研 究』に発 表 され た 。

ltleWll　 ltillll
　 日本計量 協会会長 の 朝 永 良夫氏 （旧計 量研 究

所所 長 ・工 業技術 院院長 ）は 1981 年 2月 26 日

の 常任 理 事会の 席上 で 、　 「計量博物 館」 の 建設

を 、 協会創 立 70 周 年 の 記念事 業 と して 実行す る

構 想 を明 らか に した 。 同 年 3 月 8 日付 の 日本 計

量新 報 の 社説 に もあ る 通 り、　 「可 能 な限 り大 き

な 規模、豊 か な 内容 の もの と して 実現す る こ と 」

が 重要 で あ る （55）。

　 わが 国で はす で に 1871 （明治 4）年 5 月 23 日

太 政官 か ら 「古器 旧 物 を保 存尊 重せ よ」 とっ ぎ

の 布告 が 発令 され て い る 。

　　「古器 旧 物 の 類 ハ 、古今 時勢之 変遷 、制 度風

俗 之 沿革 ヲ考 證 シ 候 為 メ 、其裨 益不 少候 処 、自

然厭 旧競新候 流弊 ヨ リ、追 々 遺失毀 壊 二 及 候 テ

ハ 、実 二 可愛 惜事 二 候 條、各地方 二 於 テ 歴 世蔵

貯致居 候 古器 旧物 類、別紙 品 目之通 、細大 ヲ 不

論厚 ク保全 可致事 。

　 但 、品 目並 二 所 蔵人 名委 詳記載 シ
、 其官庁 ヨ

リ可 差 出事 。 」

　 そ し て 別 紙 に 度量槿 衡 之部 として 計量器 の 品

名 が 記載 され て い た 。ま た 同 協会 の 前身 で 、1894

　（明治 27）年 4 月に創 立 され た 大 日本 度量衡会

は 創立直後に 「度 量衡標本陳 列場設 置 」 の 計画

を発 表 し、本 事業 を推進 し よ うと した が
、 実現

す る に 至 らなか っ た 。

　 当初は 日本 計量 会館 を増 築す る こ とも話題 に

の ぼ っ た が 、同所 は敷 地 が 狭 く単 に増築す る だ

けで は不 充 分 で あ っ た。筆 者 が具 体 的構想 をた

て る こ とに な り、敷地 探 し と首都圏 の 主 な博物

館 ・資料 館 ・美術館 ・図書 館等 の 200 ヶ所 へ 管

理 ・運 営状況 を 調査 する ア ン ケ
ー トを行 っ た 。

敷地 は 建 物 を将来 10 倍 程度 まで 増 築 可能 な こ

と と、世 界 最初 の 計量 公 園 を備 えた もの とす る

た め 、工 業技術院機 械試 験所 の つ く ば市 へ 移転

した跡地 、東京都 杉並 区井 草 の 25，650m2 を仮 に
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選定 した 。 中核 をなす計量器 は 単に収 集す れ ば

終 りで は な い
。 収集 し た計 量器 は 分類

・整理 し 、

そ の 製造 年代 、 形状、材質 、 器差 等 の 性能、写

真 ・拓本等の 記録を とるの が第 2 段 階 で あ る。

た とえば枡 の 調査表 の 例を表 4 に 示 した 。 方形

枡で は内法 12 の 辺 の す べ て を正 確 に計 り、容 量

は 12 の 数値 を掛 けた値の 4 乗根 を して 求 め る 。

4 乗根 は 開 平 を 2 回行な う。

一
般 に 口 縁 と深 さ

をそ れ ぞれ 1 ヶ 所 だけ計量する 場合が多 い が 、

上 記 の 方法 との 比 較 で 、後者 の 容量 が 15％ も少

ない こ とが あ っ た 。 また化学天 び ん は左 右 の 腕

の 長 さの 比 と皿 の 4 隅 の 誤 差ばか り で な く、皿

に か か る荷 重 と感 度 の 関係 も重要 で あ る 。 分銅

は 現在 の 質 量 と共 に 、質量 の 経 時 変化 の 測定 も

重要 で あ る 。 収集す る もの は 度量衡 、 エ ネル ギ

等 の 試 験機器 、分 析機 器 を含 む計 量器 ；手 稿、

フ ィ ル ム
、

ビデ オ テ
ープ

、
DVD を含む 図書 ・文

献 ；絵 画 、彫 刻を含む 美術品 ・民 具等の 各種 資

料 を国際的規 模 で 行 な う。 こ れ らの 物 の 試 験 ・

研 究用機 器 も必 要で ある 。

　第 3 段 階は 計量器 、文 献等 の 収 集品の 調査研

究を基 に した 過去 か ら現在ま で の 計 量器 ・計 量

標 準 ・計量制 度 の 時系列変 化 をは じめ とす る 各

種計 量 史 の 研 究 で あ る 。 た と え ば社会秩序が 乱

れ る と尺 度の 長 さや 分銅の 質量 の ぱ らつ きは 大

き くなる。筆 者 は こ の 事実 を発 見 した の で 、 メ

ソポ タ ミア の ウル 第 3 王 朝の 安定性 や 中国の 内

乱 の 時期 、中国 と周 辺諸国 の 外 交 関係 、倭 国大

乱 の 年 代 （ピー
ク年代 ；A．D．170）を推 定 した

く56）
。

　第 4 段 階は最 も重要な研 究で 、未 来の 計量器
（57 ）、

計量 制度、計 量界   の 予 測 で あ る 。
こ れ に 関

す る研 究 は まだ 必ず しも多 くは な い が、今 後最

も活発 に研 究 す べ き 分野で あ ろ う。 こ の 分 野 の

研 究 は 演 繹的 ばか りで な く、不連続 的 事象 も考

慮 に入 れ る 必 要 があ る 。

　 計 画 は施設 、収蔵 、展示 、管 理 運営 に分類 し

た 。 展 示 は 先史時代、古代 文明 の 始 ま りか ら現

在 に 至 るまで の 世界 の 計量 の 発 達 と 日本の 計量

の 変遷 、 将来 の 展 望等の テ
ー

マ 展示 を中心 とし、

専門 家や研 究者 に 対 し て は 若干 の 分類展示 を用

意 す る 。 また各種 の 計 量 器 を使用 して 、 実際 に

計量 す る こ と を体 験 させ る と共 に、館 内の 空 調

等の 計量制御 装置 を シ ミ ュ レーシ ョ ン で 示 し 、

さ らに映 像、音 響機器等 を活 用 し て 動的に 展 示

する 。 す べ て の 展 示 品 は動 態 を原 則 とす る 。

　 屋 外 の 計量公 園 で は 、 人 体 を基 に した 静的 、

動的 尺 度、感覚 を利 用 した 計 量、音、光 、熱 、

電気 等 の エ ネル ギの 計量 、大型 計量 器に よ る 計

量 等 を 自らの 体 験 を通 して 実 習 させ る こ とを第

一
義 とす る 。 た とえば人 体の 動的 尺 度で あ る 歩

測 は 、 平地 ・上 り坂 ・下 り坂 で は歩 幅 が 異 な る 。

平地 も砂 地 ・土 ・舗装の 種 類に よ っ て 、 坂 は 上

り 、 下 り の 角度 に よ っ て も異 な る し 、気 象 条件

で も影 響 され る。人体 は 年 齢 、性 別 、歩 き癖 に

よ っ て も異 な る。 こ れ ら の 研 究 は ほ とん ど行 な

われ て い な い
（59）

。 古代で は牛 の 角 の 見 わ け ら

れ る距離や牛 の 鳴 き声 の とど く距 離 とい う長 さ

の 単位が あ っ た  
。 計算上 の 長 さは

一
応推定

で きる が 、組 織的 な研 究は 行なわ れ て い ない 。

これ ら の 研究は 入館 者の 協 力 で 達 成 され るで あ

ろ う。

　 立案 当初か ら経済状況 は 悪化 の
一

途 をた ど る

こ と が予 測 され た の で 、計 量 資料館 と し て 発足

し 〔60）、計量博 物館 ・図書館 と して 脱皮 を く り

返 し 、計 量大 学を併設す る等 して 総合計量研 究

セ ン タ
ー

の 方 向 に進 む の が 良い と 考え た の で あ

る。 しか し経 済的 な理 由の た め実 現は しなか っ

た。

　 日本計量 協会は 現在の 日本計 量振 興協 会 に 至

るまで 、歴 代 の 会長 、朝永 良夫 氏 （会長 在任期

間 ：1978 〜 1984 ）、 小 野 田元氏 （1984〜2000）、

川 田 裕 郎 氏 （2000 〜） を は じ め 多 くの 職員 は
、

当学 会の 健 全 な発 展 に 協力 され た 。 当学 会 がは

じめ て 賛助会員制 度を 作 っ た とき 、最初に その

会員 に な られ た の も同協会 で あ っ た。地方 の 計

量協 会 も積極 的 に 当学会の 会員 と な り 、会員 と

な らない 場合 で も多 くの 情 報 を寄せ られ た 。 日

本計 量振興協会は 当学会を 日本計 量新報社 と共

に 恰 も車の 両輪 の 如 く支援 され た の で あ る 。
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　 3 回国 際計 量 史会議

　 1983 年 10 月にオ
ー

ス トリア の リ ン ツ で 、 第 3

回 国際計 量史 会議 が 開催 され た （表 1） 。 筆者

は そ れ ま で に 発 行 され た 『計 量史研 究』 を持 っ

て 行 き会 場 に 展 示 した。各国 の 研 究者 か らは 地

域の 学会 と して は 世界 で最 初で あ り、会員が 100

名 もい る とい うこ とで 驚 きの 目を以 て 迎 え られ

た
 

。　 『計 量 史研 究 』は そ の 場 で 国際計量 史

委員 会 に寄付 され 、以後 毎年 、会長 、副 会長 、

事務局長に 送 られ る こ とに な っ た 。

一 一llNaL“ ￥ itAosR5ft

　八 幡氏 に 筆者 を紹介 され た の は 、1945 年 ま で

新京 （現 ： 長春 ）の 大 陸科 学院 （1935 年 設立 ・

現 ： 中国科学 院長春 総合研 究所 ） で 考古 学 の 研

究 を して お り 、 そ の 後 に 南青山の 根津美術館の

美術 部長 （1951 〜 1980） にな っ た 奥 田直 栄氏 で

あ っ た 。 奥田氏 に は 1948 年 以 来 、 考古学 の 指導

を受 け て い た 。 同氏 は 当学会 の 設 立 直後 に入 会

され た 。筆者 が 京都 の 天秤 町 ・分銅町の 由来 を

調 べ て い る時 、津 田 菊太 朗氏 と共 に彦 根城 の 天

秤櫓 の 存在 を 教えて くれ た の も奥 田 氏で あ っ た 。

そ の お 蔭で 天 秤 櫓 と は上 か ら 見た 形 が 天 び ん に

似 て い る た めに つ け られ た名 称 で 、羽 柴秀 吉 が

1574 年 ご ろ長 浜 城に 作 り 、 そ れ が 後に彦根城に

移築 され た こ とが 判明 した 。 京都で は 1587 年 に

天秤 櫓が 聚楽 第 に作 られ 、そ の 周 辺 を天秤 丸 と

い っ た 。 そ の そ ばの 堀 は天 秤堀 と名 づ け られ 、

天 び ん か らの 連想 で 現在の よ うに そ の 製造 ・販

売 と全 く関係 の ない 上京 区の 聚楽第跡 に 、天 秤

町 ・東天 秤町 ・西 天 秤町 ・秤 口 町 ・天 秤 丸町 ・

分銅 町 と い う地 名が 現在ま で 残 っ た こ とが わ か

っ た。 1762 （宝暦 12）年 には こ れ らの 地名 の 他

に 天 秤堀 、北 天 秤町 、南 天秤 町 が あ っ た が 現在

で は残 っ て い ない （6D 。

　筆者 が 1977 年に東 京 へ 帰 っ て か ら、人 幡氏 と

の 交 流が ふ た たび頻繁 に な っ た。八幡氏 は 1967

〜 1973 年の 間 に収集 した計量 器 を 「上 智大学所

蔵計 量器 目録 」 と して ま とめた （62）
。 そ の 後 の

収集品 と 、 1969 年 か ら数回 に 亘 っ て 西 北 タ イ 民

族調査 を 行 っ た 際 に集 め た 計 量器 も含め て 、 目

録 の 続編 を出す つ も りな の で 、そ の 時 に学 会 員

に 紹介 し て も ら い た い と され た 。 八 幡氏 は こ の

実現 の た め 多く の 努力 を され た が 、刊行 す る こ

とが で きなか っ た 。

　八 幡氏 は縄 文時 代 以降の 竪穴 ・掘立柱建物 の

柱 穴 が整然 と配置 され て い る の に着 目し、上 智

大学時代 か ら こ の 研 究 を成就 した い と思 っ て い

た。そ して 1979 年 に 「稲倉考 」 を上梓 し
（63）、

『計 量史研究 』の創刊号 に も 「柱間 寸 法」 を投

稿 した
（64）。 中国 で は 1300B．C．以 降 、日本 で は

7 世紀以 降 し か 尺 度が 発 見 され て い な い
。 山本

氏 も大宝令 （701）か ら 300〜400 年 前 の 尺 度 の

存在 を予測 し て い た （12）。

者の 過去 の 研究 と文 明2 前 の 計量 史

　 単行本 と論 文に 対 す る反 響 は 全 くなか っ た こ

とに 気落 ち した 八 幡氏 は 、
1982 年 に筆者に こ の

研 究 を依頼 され た 。 当時 、筆者 は 各文 明以 後 の

計量 標準 の 時 系列変化 の 研 究 を 中心 に研 究 して

お り、こ の 研 究 は ま だ 15〜 20 年続 く予 定 で あ っ

た
（9・　 IO・38〜40・55・5S〜60・　 65〜LOO）

。 しか し何 れ は 文

明以 前の 計量標 準 の 時系列 変化 と計量器 、 さ ら

に ユ ーラシ ア 大陸 の 西 と東 に お ける 定 量的 計 量

の 発 祥地 とそ の 年代 を研究 しな けれ ば な らな い

と思 っ て い た 。た だ
一

段落 し て か ら研 究 を始 め

れ ば、完成 ま で 時 間が か か りす ぎる 。 そ の た め

現在 の研 究 と並行 して 行な うと返 事 を した 。

　未 知の 尺度 の 単位長 を検 出す るに は新 し い 方

法論 を確 立 しなけれ ば な らな い
。 そ の ため に は

従来 の や り方 の よ うに 割 り切れ た か ら単位 で あ

る と か 、既 知 の 単位に 適合す る か ど うか とい う

方法 は使用 で きな い 。大方 針 と して 初期 の 研 究

か ら使 っ て い る統 計的な方 法
〔9・　 le）

を 中心 とす

る こ とに した 。古代 の 柱 穴間 の 距離 は地 震等 の

原 因に よ り飛 び 離れ た デー
タ が 混入 する こ と が

ある 。 そ の た め棄却検定法 に よ りデ ー
タ を整 理

し、仮定 した 尺度 と して 15cm 以 上 の 1cm ず つ 長

い もの を単位 と した 。
つ ぎに 柱 穴 間の 距 離を仮

定 した 単位 長 さで 割 り 、 各群 毎に 整数 の 設計 値

計 量 史研 究 24 ［25］2002

一15一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Historical Metrology, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Hlstorloal 　Metrology 厂　Japan

の 平 均値 を求め る 。 すなわ ち設計 値を仮定 し 、

そ の 群 の 各柱 穴間 の 距離 を設 計値で 割 る こ とに

よ っ て 単位 尺度 の 長 さが得 られ る の で 、 仮 定 し

た 尺 度毎に 平均値 と標準偏差 を 求 め 、標準偏差

と平均値の 比 が最小 の 尺 度 が 、そ の 遺 構 を作 る

の に 使 用 した 尺度で あ る と結論 づ けた 。東ア ジ

ア で 現 存す る最古の尺 度は 1300B．　C．ごろの 商尺

で あ る 。
こ の 1 尺 が 系統的 に 文字が な く、言 語

も不 明 な古代 の 単位 に つ なが っ て い る と仮 定 し

た場合 、　 「後 世 の 尺 に相 当す る単位 」 と し て 表

現 す べ きで あ る が 、 こ こ で は （尺 ） と して表 わ

す こ とに した。

　 試 み に 福 井 県 大 野 市 の 右 近 次郎 遺 跡 の 遺 構

（2060 ± 270B．C．）に応用 した と こ ろ
（1°1＞

、1（尺 ）

の 長 さの 平均 値 と標準偏 差 が 17．3± 0．74cm で 、

柱穴 間の 設 計値 は 5、10、 15、20、30、40、 45

（尺） で あ っ た 。現存 す る商尺 の 平均 値 と標 準

偏差は 17．1± 1．・47cmで あ る 。 中国 で は 1237B．　C．、

日本 で は 、 1087B．・C ．以前 の 遺構か ら検 出 され た

単位 の 平均 値 は 16．2〜 18．1cm で あ っ た 。 そ の 範

囲 は 東 シ ベ リア 、中国大 陸、朝鮮 半 島、 日本 列

島の 各地域 に 及 び 、 そ の 平均値 は 2．　8 万 年 前 ま

で で 17．2cm で あ っ た 。 そ し て 大部分 の 設 計値 は

5 （尺 ）以上 の 5 の 倍 数 が 多か っ た 。 単位 は 大部

分が （尺 ） で あ っ たが 、後世 に な る と （蹉 ・キ

； 4 尺 ）や （歩 ・ブ ＝8 尺 ）が 出現 した 。 しか し

す べ て の 遺構 が 尺 度 を用 い て 建 て られ た もの と

考 え られ な い 。極 く一部 に全 く不規則 な もの が

あ り、重要 な部分 だ け尺 度 を使 用 し、そ の 他 は

目分 量 で 建 て た と推 定 され るもの もあ っ た 。 設

計 の 基本 は 3 角形 が多 く、特 に 2 等 辺 3 角形 や

正 3 角 形 を多用 して い た 。 方形 の 建物が 出現 す

る の は 6000B ．　C．以 降 で あ っ た。ア フ リカや西 ア

ジア の よ うに 方 形 の 石 や煉 瓦 を使 っ た場 合 は方

形 の 建物 を作 るの が 容易 で あ るが 、東ア ジア の

よ うに木 材 の 柱 を直 尺 を使 用 して 建て る時 は 3

角形 の 方 が 容易 で あ ろ う。 そ し て 東 ア ジア で 定

量的 計 量 が発生 した年代 は 7〜 2．8 万 年前 の 間

と推 定 した 。 こ の よ うな研 究の 大雑把 な 方針が

定 ま っ たの が 1992 年で 、八幡 氏 が他 界 され て か

ら 5年 後で あ っ た 。 筆者は 東 ア ジ ア の 150遺跡 、

1500 遺構 、500 尺度を基に した研 究 を つ ぎつ ぎ

に 発 表 し た “02〜t24）
。 そ し て 「計量 は 文明 の 母 」

で あ り、　 「文 明 は 計 る こ とか ら始 ま っ た」 と結

論 づ けた。

w w
　 l987 年 の 宝月会長 と八 幡 副会長 の 逝去 の 後 、

1988年 4 月 27 日に 林氏 が会長 、 筆者が 副会長

に 選任 され 、小泉氏 が 副会長 に 再選 され た （125）
。

そ して 多賀谷 氏が監 事 、藤原氏 が事務 局長 に な

っ た 。 近 世計 量史の 研 究 を して い る立 教大学名

誉教授 の 林 氏 は 公 平 無私 な方 で あ っ た 。 理 論 と

実証 を 通 し て 計量史 の 方 向 と課 題 を 考え る こ と

を全 面 に 押出 し、多 くの 企 画 を実行 した 。　『計

量史 通信 』は No．17か ら B5版 とな り、発 行回 数

も増加 した 。 多賀谷 氏 も藤原 氏 も多年 の 経験 を

基 に して 、 しか も学 会 の 経 営 に長 期 間携 わ っ て

きた の で 、 手腕 を発 揮 され た結果 、 順 調 に 運 営

が行われ た 。 1995 年 か ら 1996 年に か けて 、 日

本学術会議は 当学会 を広報 協力 学術団体に 指定

し 、文部 省 は学術 団体 と し て 登録 し、学 会番 号

を付 与 した 。 林 氏の 指 導 の お 蔭で 、こ の 頃 に な

っ て や っ と学会 ら し い 姿に な っ て き た 。 しか し

相 変 らず経 済的 に は 苦 し く、昔、筆 者 と同 じ研

究室 で 共 同 研究 を して い た 岡田幸能 氏 と高橋正

夫氏 が 多額の 寄附を され て 、息 を つ い た こ とも

あ っ た。

事務局移 転

　 1996 年 3 月 、 日本 計 量新報社 会長 で 学会 の 事

務局長 で あ っ た 藤原 氏 が 、 小 泉 氏に 対 し会社 の

都合 に よ る辞意を表 明 され た 。小 泉氏 は 唐突で

あ る として 許 さず 、収拾 が つ か な くな っ た。そ

の 直後 に 小 泉氏 と藤原 氏 か ら相次い で筆者 に電

話 が か か っ て きた。筆者 は小泉 氏 に対 し、決 し

て唐突で は な く、すで に 2 年前に辞任 の 申し出

が あ っ た際 に 、われ われ が 皆反 対 しその 希 望 を

承 諾 しな か っ た 。 藤原 氏 が 事務局長に な っ た の

は 1988 年 か らで あ るが 、実質 は 設 立 前 の 1977
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年か ら事務局 と して の 仕事 を され て い る。 当学

会設 立 の 経緯か ら考え て も、こ れ 以上藤原氏 と

日本 計量新 報社 に 迷 惑 をか けて はな らない と思

うと語 っ た 。藤原氏 に 対 し て は 咄嗟 に 事務 局 の

移転 先が 考 えつ か ない し、事 務局長 を 引き受 け

て も らえ そ うな人 も当面 見 当 らない 。 ま こ とに

異例 で は あ る が、拙 宅 を事務 局 と し筆者 が 暫 定

的 に事務局長 を兼任 して も よ い と語 っ た 。 か く

して藤原氏 は 20 年 近 く学会 の 運 営 と発展 の た

め献身的な努力 を重 ね られ た功績が認 め られ 、

学会 最初 の 名 誉会員 に推薦 され た
（126 ）

。事務局

は 2001年 5月 1 日に 日本 計 量振 興協 会 の 好意 に

よ り 日本計 量会館 （東京都 新宿 区納戸町 25−1）

に移転 した 。

　 7 回 　際 計量 史会議

　 1997 年 9 月 に 第 7 回 国際計 量史会 議 が ドイツ

の ジーゲ ン 大 学で 開催 され た
（127・　 128 ）

。 こ の 会

議 に は新 井宏 氏 （韓 国 国立 慶 尚大学招 聘教授 ・

学会理 事 ）夫妻 、宮 川捗 氏 （橿原 考 古学研 究所

研 究嘱託 ・学会理 事） と筆者が 参加 した 。 筆者

は病 気 の た め第 5 回の 会議 に 欠席 した だ け で 、

そ の 他 の 会議 に は す べ て 出席 し て い た 。 しか し

今 回 は 出発 前 か ら体調 を崩 して い た。9 月 26 日

の 午前 中の 講 演をす る の が や っ と の 事 で 、
一

人

で は 帰 国 もで きない 状態 に 思われ た。 正 午 に 国

際計量 史委員会委員長で ジーゲ ン 大 学名 誉教授

の ハ ラル ト ・ヴィ ッ テ フ ト氏 に 、で きるだ け早

く帰国 した い 旨を 申 し出た
。 そ の 際 同 氏 か ら副

委員長 に 推薦 した い との 話 が あ っ た の で 病 弱 の

た め辞 退 した が 聞 き入 れ られ な か っ た 。
パ リの

郊 外 に 住ん で い る弟 の 安弘 に電 話 を し ドイ ツ ま

で 迎 え に きて もら うこ と に した 。 翌 日、新 井氏

か ら委 員長 に フ ラ ン ス の リール 大学 教授 の ジ ャ

ン ・ク ロ
ー

ド ・オ ケ 氏 （129）
、 副委員長 に ドイ ツ

の チ ュ
ー ビ ン ゲ ン 大 学 教 授 の ハ ン ス ・ウ リ ソ

ヒ ・フ ォ
ーゲル 氏 と筆者が 選 出 され た こ と を知

らされ た
。

9 月 27 日 に 弟 の レ ン タカ
ー

に 乗 り、

フ ラ ン ク フ ル ト空港 の エ ア フ ラ ン ス の カ ウ ン タ

ー
の 前まで 行 っ た とこ ろで 卒倒 した 。驚 い た 係

員 が 呼 ん だ 救急 車 で 医務 室 へ つ れ て 行 か れ 、3

時 間の 応急 手 当の 後で パ リまで 行 っ た 。 3 日間

静養 して も回復 しな か っ た の で そ の ま ま帰 国 し

た 。

llgladZ1kQlgl8Z
　 1998年 2 月 1 日は、会則 と役員 規 定 を改 正 し、

役員選 挙を実施 した 。 そ の 結果 、
16 名 の 役員が

選 出 され 、互 選 で 筆者 が会長 、高 田誠二 氏 （旧

計量研 究所 部長 ・北海 道 大学名 誉 教授 ） が副会

長 に な っ た 。 そ して 3 つ の 部会が 新設 され 、編

集 部会 長 に 高 田氏 、広 報部 会長 に 多賀谷氏 、事

業部会長に 黒須 茂氏 が 就任 され た 。 高 田氏 は 病

躯 をお し て 多 くの 施策 を実 行 され た （130 ）。1999

年編成の 「基本 問題 検討 タ ス ク フ ォ
ー

ス 会議」

で は 高田 氏 が 司 会 を担 当 し、懸案打開 の た め の

討 論 を公 正 か つ 熱 心 に 指導 され た。 さ らに 1 年

に 1 回 しか 開 かれ な い 「計量史 を さぐる会 」 を

補 うた め に 、小 規模研 究集会構想 を 打ち 出 され

実施 した 。 国 立 科 学博 物館 で は 「産 業技 術 史資

料 の 評 価 ・保存
・
公 開等 に 関す る調査研 究」 の

一
環 と して 、　 「計 量 関係資料調 査委員会」 が発

足 し、同 博物館 に 所蔵 され て い る計量 研 究所 か

ら移 管 され た 歴 史 的 な資料 を中心 に 調査 す る こ

と とな り、計 量研 究所 ゆか りの 高 田氏 が 委員長

とな り、筆者 も参加 した
（131）

。 日本 学術会 議 は

1995年 か ら広 報協 力学 術 団体 と して 当学会 を指

定 した が 、 登 録 す る に は繁雑な手続が 必 要 で あ

っ た 。 高 田氏 は 全 力 を 傾注 し て 事に 当 り、 1999

年 9 月に 第 1部 （歴 史 学）に 登録 が 完 了 し た （132）
。

新　宏 ・前 田親良両 氏 と　 　の 会

　中国 の 丘光 明氏 （元 ： 国家技 術 監督 局管理研

究所研 究員 ）は す で に 20 年以上 も前か ら多 くの

研 究 を 「文物 」　 「考 古」 等 の 考 古学 系雑 誌 を中

心 に 発表 して きた 。 そ の 高度な内容か ら筆者は

多分中国で は最 高の 研 究者 で あ ろ うと思 っ て い

た 。 1992 年 9 月 、フ ラ ン ス の リ
ー

ル 大 学で 開か

れ た第 6 回国際 計量 史会議 に 出席 した新井 氏は

中国 を代表 して 来 られ た丘 氏 に 面 会する こ とが

計量史研究 24 ［25］ 2002
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で き た。 こ れ に よ り中国 と 日本 の 計量 史 の 研 究

者 の 交流 の 道 が 開 か れ た の で あ る ｛133 ）。前 田親

良氏 （大 阪工 業大学名 誉教 授 ・学会 副 会長 ） は

多年 、大 阪 工 業大学 にお い て 交叉 ナ イ フ エ ッ ジ

や弾性 支点の 研 究に よ る は か りの 精 度 向 上 を 中

心 に 、船上 は か り （動揺環 境 下で の 質 量計 測） ・

薄 型 ロ ー ドセ ル な ど の 研 究を され て い た 。 筆者

は 1965 年か らご交誼 を結 んで い た。 1995 年 10

月に 「第 18 回計 量史を さぐる会」を 大 阪 工 業大

学で 行な うこ とに な っ た際 、計測 自動制 御 学会

の 質 量 ・力 計測 部会 （現 ： 力 学量 計測部会 ）の

主査 で あ っ た 同 氏の 提 案で 同部 会 と の 共 催 と い

うこ と に な っ た 。 同 氏は さ らに 中国か ら丘 氏 を

招聘 す る案 を出 し、
一

切 の 準備 を され た 。丘 氏

は 「中国古代度 量衡 概述 1 とい う講 演 を され た

後 に 、各 地 の 計量 史資料館 を 見学 し 、 日本計 量

史 学 会 の 有 志 と懇 談 され た （L34・135）
。 当 時 、 計

量 関係 者 の 中国 訪問 の 企 画 が （株 ） 21 世 紀旅 行

社 （社長 ： 斎藤和 弘 氏） を中心 に され て い た。

日本 側 の 関係 者 と し て 日本計量機器工 業連合会

事 務 理 事の 山崎信雄 氏 と、 日本 計量新報 社 社長

の 横 田俊英氏 （現 ： 学会 理 事） 、編集 部 長 の 高

松宏 之 氏 （現 ： 学会理 事） 、 営業企 画 課 長 の 小

野 学氏 等 の 献身 的努 力が あ っ た 。 丘 氏 は 帰 国後

に こ の 受入 れ 態 勢の 準備 に 入 っ た
。

日程 は 丘 氏

と筆者の 間で 最終 的な検討が行 われ 、筆 者 が 団

長 とな り 「度量衡 の 故里 ・中国 を訪 ね る旅 」 が

1996年 3 月 〜 4 月 の 9 日間 に行 われ た 。丘 氏は

旅 行 を 共 に され 、行 く先先で 専門的 な解説 を さ

れ たお蔭 で 、滞 りな く終 り大 きな成果 を あ げる

こ とが で きた （t36）
。

丘 氏 は 単独 あ る い は 共 著で

多 く の 著作を 刊行 され 、 日本 の 計 量 史 の 研 究 に

大 き な影 響 を与 え られ た
q37 〜L44 ）

。 中国 旅 行 の

際に 鄭州 大 学教授 （現 ； 上海 交 通大 学教 授 ）で

あ っ た 関増建 氏は 「中国計 量史に お け る鄭州 の

地位」 と題 す る講演を され た “36 》
。 関氏 は 東ア

ジ ア 科 学史会議 （1999） に は 「芻1蠍 計量理 論管

窺」 、 国際 中国科学史会議 （2000 ） に は 「考 工

記 角度概説 」 と 「孝 工 記里 的角度体系」を発 表 さ

れ 、す で に 『測絵学 報』に 発表 され た 古代 の 誤

差 理 論 に 関す る 研 究 は 『計 量史研 究』を転載 さ

れ た （145｝
。 関氏 は さ らに 最近 3 年間 は 「古代 中

国度 量衡 とそ の 東 ア ジ ア 諸 国 へ の 影 響 の 研 究」

を され て お る 外 に 、
一

般向 の啓 蒙 書 と して 『計

量史話 』を刊 行 され た （146）。こ の 本 は 当学会 が

関氏 の 研 究を 推薦 した （財）松 下 国際財団か らの

研 究 助成 金 が刊 行 費 の 一部 に 使 用 され た 〔ld7 ）。

　湖 北省 宜 昌市計量 測試所 の 高級工 程師 、 趙子

敏氏 は 約 40 年間 、 計量 管理 業務 に従 事す る傍 ら

計量 関係 の 図書 を収 集 し、計量 史を研 究中の 日

本語 の 達者 な方 で 、多数の 日本 の 知人 と文 通 し

て い る
｛132）

。 以 上 3 名 の 中国 の 方 々 は数 年 前 か

ら当学 会の 会員 とな っ て い る。

他 の 学 会 ・研 究会 と の 協力

　前 田 氏 の お 蔭 で道 が開 けた 自動制御 学会 ・力

学量 計測 部会 と は 「計量 史 を さ ぐ る会 」 を共催

す る 等 ま す ま す緊 密に な る
一方 、他 の 学会 ・研

究会 ともお互 い の 行事 を知 らせ る等 、連絡が 密

に な っ て き た 。
こ れ らの 会名 と （最初 に 連絡 を と

る た め お 世話 に な っ た 方 々 ）は 産 業考古学 会 （堤

一
郎氏 ）、東京 産業 考古学 会 （馬 場栄 子氏 ） 、

東 北 ・関東 前方 後 円墳研 究会 （車 崎正 彦氏 、宮

川捗氏 ）で あ る 。

　 内外 の 収　 　 と団体

　計量 史研 究 の ため 計 量器 や 図書 を収 集 して
一

般 に公 開 して い る 会員 が い る 。 最新の
一

覧表 を

表 5 に 示 した （14s）。資 料の 分 類 と保存 に多 くの

制約 が あ り 、 問題 点 が 多 い が 会 員相互 の 協力 に

よ り少 しず つ 解決す べ き で あ る。

　 国 際 的 に は International 　 Society 　 of

Antique 　 Scale　CollectQrs （国際古代は か り収

集者 協会 ・ISASC） とい う団体 が あ り、季刊 で 雑

誌 Equilibrium （平衡 、
　 ISSN　O893 −2883） を発

行 し て い る 。 世 界 中 に数 百名 の 会員が お り 、 地

域に よ っ て ア メ リカ 部 と ヨ
ー ロ ソ バ 部 に 分か れ

て い る。小林 ・前 田 両氏 と筆 者 は イ ギ リス に 本

部の あ る ヨ
ー ロ ッ パ 部 に 属 し て い る

（149）
。

こ の

団体は 1976 年に ア メ リカ で 設 立 され 、ヨ
ー

ロ ッ
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パ の 会員 が増加す る に つ れ て 、イ ギ リス に も拠

点が 作 られ たの で あ る。

　 1986 年に ドイ ツ の はか りの 収集家 が 中心 とな

り、オ ラン ダと ス イ ス の 収集家を 集め て 、ケ ル

ン で 発会式 を挙 げて い る 。
ゾ リン ゲ ン の 度 量衡

協会 に本部 を置 き、季刊で Mass ＆ Gewicht （質

量 と分銅 、 ISSN　0933−4246）を発行 して い る
（150｝

。

何れ の 研 究団体 も個人会員 以外 に 博物 館 、資料

館 、 美術館 、 図書館 も会員 とな り、相 互 の 情報

交換 も活発 で あ る 。 筆者は 個人 的 な通 信や 寄稿

を して い るが 、学会 の 態勢 が ととの い 次第 、団

体同 士 の 情報交換に発 展 す べ きで あ ろ う。

黒 　茂氏 とア ジ ア ・環太平 洋 ・力 ・　 量 ・トル

ク計測 国際会議

　 こ の 国際 会議 （APMF） は 中国計 量科 学研 究院

副院長 の 王 立 吉氏 と前 田氏 の 主唱 で 、1992 年か

ら 2 年 毎に行 わ れ る よ うに な っ た 。 これ ま で の

開催 地は 中国、韓 国、 日本 で あ っ た。第 5 回国

際会議 は つ くば市 で 2000 年 11 月 に開催 され た 。

小 山工 業高等専門学校教授で シ ス テ ム 制御 ・ジ

ャ イ ロ カ学研 究 の 黒 須茂氏 （学会 理 事）が 実行

委員 長 とな り、環 太 平洋 ・ヨ ー ロ ッ パ を含 め て

12 ヶ 国 か ら 110 名 が参加 した 。 会員 か らの 参加

者は 6 名 で あ っ た 。 こ の 会議 で 王 氏 と前 田氏 に

本会 議の 発 起人 と して の 功 労賞 、韓 国の ジ ン ・

イ ェ ォ ル ・ドウ氏 （故人 ）と筆者 に 特別 功 労賞 、

6 名 の 外 国人 に論 文 賞が 授 与 され た 。 会議 が 成

功裡 に 終 っ た の も、黒須氏 の 卓越 し た 指導 力 の

お 蔭 で あ る 。

腿

　学会 は設 立以 来 あ らゆ る差別 と無縁で あ っ た 。

女性 会員 は設 立 5 年 目に 1 人入会 し、以 後少 し

ず つ 増加 して い る が 、 現在 で も僅 か 3％ 強で あ

る 。 人類 の 大部 分の 期 間が 母 系社会 の 下 に あ り、

人 口 の 約半分 が 女性 で あ る こ とか ら考え て も極

め て 少な い
。

2000 年度の 日 本学術会議 の 女性役

員 に 関す る ア ン ケ
ー トに は 、 これ か ら積極 的 に

女性会員の 増加 と女性役員の 登用 を考え る旨の

回 答 を した 。 2001 年の 総会 の 役員改選時 に 横 田

茂子 氏 が 監事に就任 され た 。過 去 3 年 間 に 会員

が 30％増加 した が、研 究者 の 層 の 厚 さは充 分 で

は な い 。 広範囲 に わ た る 分野 の 多 くの 人 た ち を

糾合 し、 自由奔放 な個 人 研究 や 共 同研 究 を行 な

う必 要 が あ る 。

一
般に 研 究者 の 中に は共 同研 究

を嫌 う人 がい る が、個 人 研究 を制 限す る わ け で

は な い し、切磋 琢磨等 の 良 い 面が 数 多 くある の

で 、幾筋 もの 流れ を作 りた い もの で あ る 。

　学会設 立以 後で も極 め て 多 く の 会員や そ の 他

の 方 々 の 協力 が あ っ た 。拙文 には紙数 の 関係 も

あ り 、 極 く一
部の 方 々 しか ご登 場頂 けなか っ た 。

過去 24 年 は長 くもあ り、ま た 短 か く も感 じ られ

た 。 筆者 が微 力 の た め、学会 の 態 勢の 不 充分な

ま ま 引継が ざる を得 なか っ た の は残 念で あ る 。

pmvallE
　幸 い 旧計量研 究所部長で 、多年 日本計 量 士 会

会長 で あ っ た 蓑 輪善蔵 氏 が 2001 年 の 総 会で 会

長 に な られ、副会長 に 関 西の 重鎮 、前 田親 良氏

と 、 牛込 商業高等学校校長で 近 世 計量 史で 頭 角

を現 して お られ る 山 田研 治氏 が な られ た 。 そ し

て 理 事、監事 も過去 最 強 の 役 員が 揃 っ て い る。

新 た な出発点 に 立 っ た学 会 の 前途 は 洋 々 た る も

の が あ る 。

5 ．おわ りに

　計 量史は 世界 的に 見て も若 い 学 問 で ある 。 方

法論 をは じ め 多 くの 分 野 で 確 立 しな けれ ば な ら

な い こ とが 多 い
。 会員か ら見 れ ば、まだ 不 充分

な事 が 多 い が 、世界的 に は 世 界最初の 地 域の 学

会 で あ り、会員 数 も世 界 最大 で あ る。 こ の よ う

な学 会 に 成長 し たの は 、設 立 と発 展 の た め に 献

身的 な努 力 を した 多 くの 先人 た ちの お 蔭 で あ る 。

これ らの 方 々 の 意志 を継 い で 研 究 を発 展 させ る

事が 、現在の わ れ われ の つ とめ で あ ろ う。
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　 グ ラ ム 原 器 に 基 づ い て 我 が 国 の 標 準分 銅 を

　 校 正 す るた めに 1980 年 頃 まで使 用 され た天

　 び ん で あ る 。 当時 の
一

般 の 精密天 び ん が 、 1kg

　 分銅 の lmg の 質量差 （100 万 分 の 1，10
−6
）を

　 検出 で きる程度 で あ っ た の に 対 し 、
こ の 天 び

　 ん は 約 1 μ g の 質量差 （約 10 億分 の 1，10
−9
）

　 を世界 で 初 めて 検 出可能 と した 。 特別 な荷重

　 交換 機構 、遠隔操作 機能や真空 中で の 測 定機

　 能 の ため、キ ロ グ ラ ム 原器 と標 準分銅 の 体 積

　 差 に よ っ て 生 じる浮 力 の 補正 を従 来 に な い

　 高精 度 で 実現 し、質 量標 準の 精度 を大幅 に 改

　 善 した 、 画 期的 な天 び ん で あ っ た 。
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